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　　　準地衡モデルに於ける非線型傾圧波の

　　　力学的特性

　　　　　余田成男（京都大学理学部地球物理学教室）

　水平温度差のある回転流体中の非線型傾圧波の力学的

特性を調べるために，摩擦項と加熱項を含む2層準地衡

スペクトルモデルを構成した．基本的にはLorenz（1963）

のvacillationモデルと同じで，g方向（動径方向）に

は第窺モードまで残し，β効果を含み得るものに拡張

した．

　このモデルで，二つの数値実験を行なった．一つは4

モード実験で，Lorenzモデルでは二つだけだった〃モ

ードを四つに増し，順圧過程を通しての高モードの役割

を明らかにした．もう一つはβ平面実験で，有限振幅の

傾圧波に対するβ効果を調べた．

　4モード実験では，irregularレジームを含む，回転水

槽実験と定性的に一致する流れのレジームを得た．ま

た，帯状平均流・運動量や熱の渦フラックス・エネルギ

ーの時間変化の様子から，vacillationが，基本的には、順

圧過程と傾圧過程が交互に卓越することによって引き起

こされているということがわかった．

　β効果に関しては，流れのレジームに根本的な変化は

生じないが，擾乱の移動速度が遅くなり，vacillationの

周期がコリオリ因子一定の場合に比べて長くなるという

影響が現われた．

　Alm監awa・Scllubertのパラメタリゼーション

　を用いた台風の数値実験

　　　　　　　　　　　　　和田美鈴（気象研究所）

Arakawa・Schubert（1974）により提案されたパラメ
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タリゼーションを用い，軸対称モデルにより台風の数値

実験を行なった．この論文の主目的は，台風の発達過程

およびその構造等がこのパラメタリゼーションによりう

まくシミュレートでぎるか否かを明らかにすることであ

る．数値実験に用いられたモデルは，自由大気層4層，

混合層1層の5層モデルである．また，積雲対流はその

雲頂高度にしたがって三つの型に分類されている．すな

わち，最も背の高いもの（H一型），中間のもの（M一型），

最も背の低いもの（L一型）で，その雲頂高度はそれぞ

れ，13km，9km，5kmである．

　数値実験の結果は，このパラメタリゼーションにより

台風の発達がよくシミュレートできることを示してい

る．また，その構造やパラメータ化した積雲のふるまい

等も実際の台風でみられる特徴をよく表現している．眼

および眼の壁は，中心付近で接線方向の風速が急速に強

まる発達期に形成される．眼の壁は接線方向の風速が最

も強い場所に位置している．眼の壁を形成している雲

は，初期には背が低い雲（M一型，L一型）も混在してい

るが，台風が発達するにしたがって，次第に背の高い雲

（H一型）のみで占められるようになる．さらに，眼の壁

の外側でも雲は出現する．この外側の雲は伝播性をもっ

ているのが特徴である．

　数値実験により地表摩擦の効果を調べた．Yamasaki

（1977b）がパラメータ化しないモデルを用いて得た次

の点が，このパラメータ化したモデルでも得られた．

（1）地表摩擦は眼および眼の壁の形成に不可欠な要素

である．（2）地表摩擦は渦度がまだ弱い初期の段階で

は，擾乱の発達にそれほど本質的ではない．この意味で，

この数値実験により得られた台風はOoyama（1969）や
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Yamasaki（1968）のものよりYamasaki（1977a）の台

風に似た性質をもっている．

　台風を取り巻く基本場がどのような状態にあるとき台

風が発達しやすくなるかをみるため，初期条件，混合層

のmoest　static　energyをいろいろに変えいくつかの数

値実験を行なった．その結果は，H一型の雲に対する

cloud　work　fUnctionが多量に含まれる場の中では台風

は急速に発達することを示している．

　　内部加熱によって回転流体中にひきおこされる

　　対流運動の熱的・力学的構造

　　　　宇加治一雄（福岡大学理学部応用物理学教室）

　半径方向に電流を流すことにより，内部的に加熱した

回転流体の運動を実験的に調べ，流れの熱的・力学的構

造を明らかにした．

　内部加熱に特有の結果として以下のことが指摘され

る．

（1）基本場の回転数’9に対して，内壁への熱輸送量と

渦擾乱のドリフトの速さは互いによく似た依存性を示

し，どちらも同じ回転数9拠で極小値に達する．

（2）9が9勉より大きくなると，方位角方向に平均し

た温度は，内外壁付近よりも同じ高さの平均半径付近の

方が高くなる．

（3）軸対称な帯状流および，9勉より大きな，9で現わ

れる波動の平均帯状流は，流体層の表面の広い範囲にわ

たって渦度の負の鉛直成分をもつ．

’
（ 4）加熱量一定の条件下で，温度および圧力擾乱の振

幅は’9とともに増大するが，擾乱による外向きの熱輸送

量は9糀の近くで最も活発になり，またこのとき，温度

擾乱の軸は最も鉛直に近ずく．

　構造解析の結果，内部的に加熱された回転流体に生ず

る渦擾乱はMatsuno8砲1・（1976；1977）によって解析

された外壁を加熱された回転流体中に生ずる傾圧不安定

度と基本的に同じ構造をもつことが明らかになった．し

たがって，半径方向に温度勾配をもつ回転流体の主要な

性質は冷・熱源の半径方向の配置の仕方にあまり影響さ

れないというHide・Mason（1970）の指摘は，構造解析

の立場から支持される．

　カーブした垂直温度分布をもち，しかもシアー

　のある流れをもつ流体中の熱対流の有限振幅論

　　　　　　　　　吉崎正憲（東京大学海洋研究所）

振幅方程式を用いて，カーブした温度分布を持ち，し
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かもシアーのある流れをもつ流体中に実現する対流セル

の形状を調べた．温度分布の1次関数からのずれとシア

ー流の強さ，1および系のレーリー数の臨界値からのずれ

をパラメータとして，定常解を求めてその安定性を調べ

た．系のレーリー数のカーブした温度分布に対する臨界

値からのずれを（∠ノ～）＊とすると，次の事が明らかにな

った．（1）シアーが弱い場合，2次元ロールは（∠1～）＊

が限られた領域でのみ不安定で存在しない．しかし，シ

アーがある値以上強くなると，・一ル解は（、41～）＊が正

の領域で常に安定に存在する．r2）シアーがない時に

六角形セルに帰着する解は，シアーが強まるにつれて，

シアーの方向に伸びたセルに変形してゆく．そしてシア

ーがある値以上になると，この解は安定に存在しなくな

る．

　　海風循環に対する混合層の効果と海陸風にともな

　　う汚染物質の拡散について．

　　　　近藤　裕昭（通商産業省公害資源研究所）

　　　　岸保勘三郎（東京大学理学部地球物理学教室）

　昼間陸上に発達する混合層の海風循環に対する効果

を，山本の経験的乱流拡散形式を遷移層内に用いた2次

元の数値モデルにより調べてみた．その結果，混合層が

よく発達するときには，混合層が発達しない仮想的な場

合に比べて，海風は強く，しかも海風前線の侵入速度が

速くなることがわかった．さらに，海陸風にともなう汚

染物質の拡散過程をEuler的な手法とLagrange的な手

法の両方で調べてみた．海岸付近にのみ汚染源が存在す

るとぎには，海風が内陸に入るにつれて汚染源は混合層

の外に残され，海風前線の上昇流が，混合層に汚染物質

が入るのを妨ぐために，混合層の中では汚染物質濃度が

あまり高くならないことがわかった．

　　移動する不等間隔格子を使った数値時間積分の

　　方法

　　　　　　　　　　　北出武夫（気象庁電子計算室）

　大気中を移動する渦の進路を予報するのに適した数値

時間積分の方法が提案される．この方法では移動する不

等間隔格子が使われる．自由表面を持った順圧大気モデ

ルが，この方法の精度と計算安定性を調べるために数値

時間積分された、それらの結果は，一様でより細かい格

子を使った従来の方法で行なわれた計算の結果と比較さ

れ，よい一致が得られた．

、天気”27．1．
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　　梅雨前線上の中間規模じょう乱の成層状況

　　　　　　　　　　　　　　秋山孝子（気象研究所）

　1968年7月8～12日，梅雨前線上に3個の中間規模じ

ょう乱が発達し，九州地方に，強い対流性降雨を降らせ

た．稠密な研究観測データを使用し，それらのじょう乱

内の成層状態の時間変動過程を対流活動との関連におい

て，解析した．その結果を以下に要約する．

（1）対流不安定は中間規模じょう乱の南東象限で形成

される．

（2）この不安定の増大に，じょう乱の南側下層（900

mb）でのθ・の増大が大きく寄与している．中層（700

mb）でのθθ＊の減少の役割は，副次的である．

（3）下層の一か∂θ・／∂gと面積平均降雨量は，同位相の

変動関係を示し，また，（〃∂θε／∂〃）gOOにおう成層の不

安定化は，観測された∂／∂∫（∂θ・／∂カ）の大部分を説明し

ている．

（4）対流性強雨域の南縁部に，湿潤な不安定層（∂θ，／

∂力創一3。K／100mb）がみられる．著しい不安定の蓄積

（ある水準以上の）の後に豪雨が発生している．

（5）じょう乱中心部のゾソデデータに，積雲パラメタ

リゼーションモデルを適用し，雲頂高度，massβux，

安定度の変化を評価した．さらに，実測面積平均雨量

（～8mm／hr）を用いて，ω・および積雲対流による安定

度の変化を，～40mb／hrおよび～0．8（。K／100mb）hr1

と評価した．評価された安定度の変化量は，観測された

安定度の変化をよく説明し得るものである．

（6）このケース（豪雨）の成層変動状況とtropica1

squa111ineのそれとを比較した．対流活動後の中層での

θ8の著しい増加は両域に共通している．一方，下層での

θθの著しい減少は，豪雨の場合には見られない．梅雨前

線帯では，対流活動による下層のθ，の減少は，前線帯

へのθθの大規模水平移流によって埋め合わされるもの，

と推測される．

　ニトロン薄膜を用いたサブミクロン硝酸塩エアロ

　ゾルの検出法とその適用例

　　　　　　　　　　　　　　　井澤保男，小野　晃

　　　　　　　　　　　（名古屋大学水圏科学研究所）

　サブミクロソ領域の個々の硝酸塩粒子を検出する方法

を開発した．この方法は，硝酸イオンとニト・ン薄膜の

反応に基づいている．ニトロン薄膜は』トロンの真空蒸

着によってつくられるが，このニト・ン薄膜は真空蒸着

の過程でも変質を受けていないことが，赤外線吸収スペ

クトルの測定によってわかった．個々の粒子中の硝酸塩

とニトロン薄膜との反応を進めるためには，オクタノー一

ル飽和の雰囲気中への露出が適している．この反応条件

で，個々の粒子中の硝酸塩の存在は針状結晶の集合体の

析出によって示され，この反応は再現性がよい．そして

また，大気中のエーロゾルに含まれる主要構成成分であ

る硫酸イオン・塩素イオンによる妨害はなく，硝酸塩に

対して特異的であり，この方法によると10哺14gr以上の

硝酸塩を含む粒子を検出できる．実際にこの方法は大気

中のエーロゾルに適用することができた．
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